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   We have used a new contrast medium named HYPAQUE (Winthrop) on in-

travenous pyelography in 14 cases and obtained distinct pictures in short time 

after injection. In 3 cases we have not used bandage, and obtained beneficial 

pictures though they have been more indistinct than pictures using bandage. 
In 5 cases we have had temporary and slight reactions for example nausea, 

pain in vessel etc.

緒 言

近年 に於 け る造 影剤の進歩は著 し く,我 汝も

さきにUroselektanB,Pyraceton,Uroko-

1in,Triodan,PerabrodilM,Urografin等

に よる排 泄性腎孟撮影法 及び血管撮影法 に就 い

て発表 して来 た.

最 近 に於 て我 ・セは,排 泄性腎孟造影剤 として

多 くの特 性 を有 し,毒 性 の少 いWinthrop社

製 のHypaqueを 日本 商事KKよ り入手して

使 用 し,極 めて満足 すべ き結果 を得 たのでその

臨床知 見に就 いて報 告す る.

薬 剤

Hypaqueは 下 の 構 造 を 有 す ろfヒ学 的 に 安 定 な沃 度化 合 物3.5.ヂ ア セ トア ミ ド ・2,4,6一 ト リヨ・一ドベ

ン ゾヱ ー ト(CnHsl3N2NaO4)の50%W/V滅 菌 水 溶 液 でpH7.0～Z5の 微 に 苦 味 を 有 す る澄 明液 で あ る.

COONa分 子 量 …636

》 ＼ノ 巌 鮪 量59・87%
111水 に 易 溶 ア セ トソ及 び エ ー テル12不 溶

。H,C。NH〈1/＼N。 。。CH395%エ チル ア ル ・ 一… 麟

1白 色 無 定 形 結 晶

安 定 剤 とし て ヂ ソヂ ウム カル シウ ム ・エ チ レy・ ヂ ア ミン テ トラ ア セ テ ー ト登1:10,000の 割 で添 加

して あ る,

本 剤 の特 性 として はMooreandMayer,Mar-

tineau,ForsytheandSoderberg等 の 臨 床 知 見,及

びBodner,How?rdandKaplan,Dotter,Charles

T.等 のUrokon,Renografin(Urografin)等 他 種 造
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影剤 との比較 検 討よりして,次 の如く述べられてい

る.比 較的高濃度で尿中に排泄されるから鮮明な影像

が得られる.最 も毒性が少 く耐容性が良好である.排

泄が早 く影像出現は最も迅速である等である.

臨 床 知 見

我々は当科外来,入 院患者14例 にHypaqueを 使用

して腎孟撮影を行つた.そ の症例の概要は附表の如く

である,本 剤静注前12～!4時 間は水分摂取を制限し,

叉緩下剤を前晩就寝前に与えて腸内ガスを排泄させる

ことが望ましいが,我 々は普通検査前の絶食のみを行

つた。本剤に対すろ過敏性をテス トするために,検 査

前に本剤1ccを 静 注して試験 した.

本剤30ccを 緩徐に静注を行い,当 教室の慣例に

従い注射開始後7分,15分,3C分 に撮影を行つた.1

例(第14例)の み排泄状態をみるために5分,1G分,

15分,2C分,25分,3C分 に撮影を行つた.静 注に要す

る時間は大多数3分 前後であつたが,5分(第11例),

7分(第6,13例)を 要 した3例 がある.第!～11例

は当教室独特の尿管圧迫帯を使用 した.第12例 は尿管

切石術前に,尿 管圧迫帯使用時の撮影像 と水平位にて

の無圧迫撮影像を比較することができ,又 術後70%

Urokolinに ょる尿管圧迫帯使用の撮影像をも比較で

きた.第13,14例 は無圧迫にて夫々7度,20度 の頭側

低位の傾斜位にて撮影を行つた,

第1～1C例 の尿管圧迫帯使用の撮影像をみると,腎

機能が良好ならば注射後7分 にて,鮮 明な腎孟,尿 管

像を描出できた.静 注に7分 を要 した第6例 のみは描

出時間が梢々遅 く,15分 に て最 も鮮明な像を認めた.

その内の2例 を図示する.第1図(第3例)は 右腎結

核の症例にて右腎機能は不良であり,左 腎機能は正常

でまノる.左 腎は7分 後にて鮮明な像を得て,15分 後,

3C分 後の像 と大差なく,右 腎は7分 後にては描 出な

く,15分 後 にて腎蓋らしき像を僅かに認め,30分 後に

ても2ケ の腎蓋像を認めるにすぎない.第2図(第7

例)は 腎孟炎の症例にて,7分 後両腎孟,尿 管徴を描

出し,IE分 後にても略同様の像である.

第1]例 は本剤に対する過敏性テストにて悪心を訴え

たが,本 剤静注の実施を敢て行つた.然 しやは り悪心

強 く5ccに て中止した.7分 後に不鮮明ではあつた

が腎孟像を描出できた.

第12例 は右尿管石の症例にて,水 平位無圧迫,尿 管

圧迫帯使用t尿 管切石術後の70%Urokolinに よる

尿管圧迫帯使用の3回 の撮影像を比較出来た.第3図

は水平位無圧追にての撮影像である.7分 後腎機能良

好な左腎孟像を描出しているが,腎 機能不良な右腎孟

像は嘩かに認めるにすぎない.15分 後にては左腎孟像

は造 影剤が膀 胱へ流 出 して殆ん ど認め難 くなつてお

り,右 腎孟像は尿管石により尿流通過障碍のために,

鮮明に描出されている.30分 後 も同様の像である.第

4図 は圧迫帯使用の撮影像である.7分 後不鮮明な左

腎蓋縁,不 鮮明な数ケの右腎蓋像を描出しているにす

ぎない15分 後両腎孟像を描出 し,3G分 後に最も鮮明

な像を示 している.第3図 より鮮明な像を描出してい

る,第5図 は右尿管切石術後に70%Urokolinを 使

用せるもので,圧 追帯を用いた撮影像である.7分

後,15分 後,30分 後の徴は第4図 と略々同様である

が,鮮 明度は梢々劣る如 くであ り,第3図 よりはすぐ

れている.

第13例(第6図)は 左腎水腫の症例にて,頭 側7度

低位の傾斜位にて無圧迫撮影を行つた.静 注に7分 を

要し,7分 後にては腎機能の良好な右腎にても僅かに

不鮮明な腎蓋,腎 孟像を認めるにすぎない.腎 機能不

良の左腎孟徴は認められない.15分 後右腎孟像は鮮明

に描出され,左 腎は数ケの腎蓋隊のみであり,30分 後

右腎孟像は稽 々不鮮明 とな り,左 腎は腎蓋の像を増し

てきている.本 撮影後水平位に戻して膀胱撮影を行5

と,中 等凌に充満せる膀胱像を得た.1時 間後左腎の

み撮影すると鮮明な腎 蓋豫を描 出 した.本 例はこの

時期に経腰的大動脈撮影を併用して,腎 水腫の原因が

異常動 脈枝の尿 管を圧 迫せる縁を得たので図示した

(E).

第14例(第7図)は 左腎腫瘍の症例にて,頭 側20度

低位の傾 斜位にて無圧迫撮影を行つた,本 例は酸素

800cc注 入 して後腹膜腔撮影法を併用し,叉 排泄状

態をみるために,5分,1G分,15分,20分,25分,30

分 の6回 に亘り,撮 影を行つた.5分 後両腎孟像を認

め・漸次鮮明度を増 し・15分 後に比較的鮮明な像を描

出しているが,そ れ以後又漸次不鮮明 となり,25分 後

にては5分 後と略同様の像である.圧 迫帯使用の盤例

と比 して不鮮明であつた.

前 記14例 の腎孟像に就てみると,尿 管圧迫帯を使用

して撮影した症例に於ては,腎 機態が良好ならば静注

開始後7分 にして満足すべ き鮮明な像を得ることぶ幽

来 る.1例 にて70%Urokolinの 撮 影像 と比較できた

が,優 るとも劣 らぬ結果を得た.Hypaqueに ょる腎孟

像の優秀な事はMooreand、Mayer,Martineau,

ForsytheandSoderberg等 の多数症例の検討にて認

められている点である,無 圧迫にて撮影した症例に於

ては一般に圧迫帯使用によるものより不鮮明である,

傾 斜位になしても圧迫帯使用のものより劣るが診断に

可能な像を描出することは出来 る.尿 管石,異 常血管
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による尿管圧迫等の尿管通過障碍のある場合には水平

位に於ても圧迫帯使用 と略々同様の像を得ることは出

来る.無 圧迫撮影に就ては河崎屋,福 村両氏,岡 部,

鵜沢両氏等の研究があり,岡 部,鵜 沢両氏は圧迫撮影

に比し梢々不鮮明な点を述べている.

副作用は静注時のみ軽度の血管痛2例,悪 心3例 に

認めたにすぎないが,そ の内1例 は過敏テストにて悪

心があり,撮 影のため静 注 した処やはり悪 心強 く5

ccに て中止した.MooreandMayerは 静注時間 と

副作用発現 との割合を検討 して,静 注速度が速い場合

(1～2分)に 副作用多く,3分 以上の場合セこは稀で

あることを述べていろ.我 々は大多 数3分 前 後に行

い,5分 以上要 したものもあ り,一 般に静注速度は緩

徐であつたが副作用は5例 に認めたのであろ.し かし

軽微にて重篤なものはなかつた.

結 語

新造影剤Hypaqueを 使用して14例 に排泄性

腎孟撮影法を行つた.静 注後短時間にして満足

すべき鮮明な像を得 ることが出来た.3例 に尿

管圧迫帯を使用しない無圧迫撮影を行つた.こ

の像は圧迫帯使用の像より不鮮明ではあるがま

第3例40歳,6.右 腎 結 核.HYPAQUE30

cc.2分40秒 静 注,水 平 位,尿 管 圧迫 帯 使 用

第1図(A)7分 後

167

ず診断可能な像を得た.然 しやはり圧迫帯を使

用した方が確実な知見が得られると思う 副作

用は悪心,血 管痛等5例 に認めたが,一 時的に

て軽度であつた.
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